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12/7
市
民
協
働
の
時
代
に

向
き
合
う
た
め
に

　
　
　

で
は
、市
民
、町
内
会
、

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、企
業
な
ど
、

地
域
の
多
様
な
組
織
と
連
携
・

協
働
を
深
め
る「
市
民
協
働
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、市
民
協
働
講
演
会
を

市
コ
ミ
セ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
九
州
大
学
大
学
院

客
員
准
教
授
の
加
留
部
貴
行

氏
が「
い
っ
し
ょ
に
や
る
、と
い
う

こ
と
〜
多
様
性
や
変
化
と
向

き
合
う
時
代
に
向
け
て
」と
題

し
て
講
演
し
、参
加
し
た
皆
さ

ん
は
、講
師
の
話
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
の
様
子
は
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
配
信

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

市
市民協働講演会を開催

12/16
国
民
保
護
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に

　
　
　

・
県
・
市
の
共
同
に
よ
り

　
　
　

１
月
29
日
に
実
施
さ
れ
た

県
内
で
初
め
て
と
な
る「
国
民
保

護
共
同
実
動
訓
練
」の
実
施
に
先

立
ち
、市
民
の
皆
さ
ん
に
も
国
民

保
護
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と「
国
民
保
護
研
修
会
in
長

崎
」を
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、内
閣
官
房
の

奥
村
徹
氏
の
講
演
に
引
き
続
き

「
災
害
そ
し
て
テ
ロ 

地
域
は
ど
う

備
え
る
か
」と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
訪
れ
、テ
ロ
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
際
の
地
域
住
民
に

よ
る
避
難
、救
護
活
動
な
ど
の

重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

国
国民保護研修会in長崎を開催

12/16
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村

へ
の
進
出
が
決
定

　
　
　

野
出
株
式
会
社
が
、オ

　
　
　

フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
に
進

出
す
る
こ
と
が
決
定
し
、日
野
一

壽
社
長
と
松
本
崇
市
長
が
出
席

し
て
立
地
協
定
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
社
は
、福
岡
市
に
本
社
を

置
き
、家
庭
紙
や
包
装
資
材
な

ど
を
取
り
扱
う
中
間
卸
売
業
と

し
て
事
業
を
展
開
し
、西
日
本
一

円
に
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
な
が
ら
発

展
を
続
け
て
い
る
企
業
で
す
。

　

平
成
23
年
12
月
27
日
に
工
事

に
着
手
し
、６
月
に
操
業
開
始
の

予
定
で
す
。日
野
社
長
は
、「
今
回

の
物
流
面
で
の
基
盤
整
備
を
き
っ

か
け
に
、今
ま
で
以
上
に
地
域
に

密
着
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め

た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

日
「日野出株式会社」立地協定調印式

vol.6

市 長
ムラコ

か　

る　

 

べ   
た
か
ゆ
き

お
く 

む
ら 

て
つ

ひ　

 

の
か
ず

ひ
さ

夢
へ
の
挑
戦

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

１ 

県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章　
▽
松
下
善
光
⑦
▽
開
田
浩
幸
⑩
▽

森
栄
次
郎
⑫
▽
田
川
正
道
⑩
▽
福
地
徹
⑬
▽
二
宮
栄
二
⑦

▽
原
啓
司
⑬
▽
谷
村
龍
一
⑭

２ 

県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
有
功
章　

▽
森
敦
⑥
▽
出
口
修
③
▽
淺
井
幸
一
⑬
▽
井

手
信
彦
①
▽
増
田
浩
之
⑤
▽
川
村
康
典
⑥
▽
島
田
克
彦
⑦

有
功
章　
▽
中
野
一
⑪
▽
馬
場
輝
正
①
▽
冨
永
康
範
⑤
▽

山
本
雅
喜
⑥
▽
松
本
真
一
⑥
▽
久
保
勝
⑪
▽
山
口
博
文
⑪
▽

田
中
哲
也
⑮
▽
福
田
良
隆
①
▽
山
口
俊
孝
②
▽
三
根
一
浩
⑥

▽
大
塚
真
一
⑦
▽
喜
々
津
守
⑦
▽
溝
江
真
澄
⑧
▽
辻
哲
哉
⑩

▽
峠
悟
⑪
▽
辻
義
嗣
⑪
▽
溝
口
幸
宏
⑫
田
平
浩
幸
⑫
▽
瀬

戸
口
亨
⑬
▽
中
川
篤
人
⑭
▽
古
賀
康
朗
⑭
▽
音
琴
泰
三
⑭

▽
廣
瀬
昌
浩
⑭

30
年
精
続
章　
▽
勢
戸
祥
市
○本
▽
田
中
俊
博
②
▽
道
添

隆
一
⑧

20
年
精
続
章　
▽
森
正
人
④
▽
新
地
通
②
▽
尾
﨑
栄
治

②
▽
志
田
憲
昭
⑦
▽
出
口
弘
孝
⑧
▽
浦
田
耕
一
⑭
▽
三
根
一

浩
⑥
▽
峠
悟
⑪
▽
山
口
守
⑫
▽
廣
瀬
昌
浩
⑭
▽
音
琴
泰
三

⑭
▽
古
賀
康
朗
⑭

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状　
▽
山
本
豊
一
郎（
前
大
村
市

消
防
団
長
）▽
福
田
裕
二
③
▽
福
田
末
弘
⑤
▽
木
村
芳
彦

⑥
▽
久
保
明
憲
⑦
▽
中
嶋
昭
広
⑬
▽
藤
﨑
正
⑥
▽
村
井
良

民
⑪
▽
永
田
弘
美
⑭
▽
野
口
三
男
④
▽
野
澤
博
⑤
▽
雄
鹿

弘
志
⑦
▽
嶋
原
純
冶
⑪
▽
植
木
田
浩
信
⑪
▽
坂
口
和
浩
⑬

▽
田
口
恵
吾
⑦
▽
樋
口
浩
己
⑪
▽
今
富
順
信
⑪
▽
野
中
耕

平
⑫
▽
野
添
智
昭
⑫
▽
浦
川
勝
也
⑬
▽
山
中
誠
①
▽
七
里

功
一
①
▽
内
田
良
太
⑦
▽
前
田
鉄
也
⑬
▽
前
田
良
一
⑬
▽
松

本
貢
一
⑭
▽
久
富
淳
一
郎
⑮
▽
山
口
慎
也
⑮
▽
森
大
介
⑮

３ 

市
長
表
彰

35
年
勤
続
章　

▽
田
中
芳
幸（
大
村
市
消
防
団
）

30
年
勤
続
章　

▽
勢
戸
祥
市
○本 

▽
田
中
俊
博
②
▽
道
添
隆

一
⑧25

年
勤
続
章　
▽
松
下
善
光
⑦
▽
森
栄
次
郎
⑫
▽
田
川

正
道
⑩
▽
二
宮
栄
二
⑦
▽
原
啓
司
⑬
▽
谷
村
龍
一
⑭

15
年
勤
続
章　
▽
冨
永
康
範
⑤
▽
里
脇
清
隆
⑥
▽
坂
本

剛
志
⑨
▽
中
川
篤
人
⑭
▽
福
田
良
隆
①
▽
山
口
俊
孝
②
▽

喜
々
津
守
⑦
▽
溝
江
真
澄
⑧
▽
山
田
二
郎
⑫
▽
松
尾
成
幸

⑬
▽
田
川
貴
博
⑬
▽
山
口
正
義
⑬
▽
児
玉
英
樹
⑭
▽
中
本

輝
彦
⑮
▽
岩
本
憲
一
⑮

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状　

県
消
防
協
会
長
表
彰
と

同
様

一
般
協
力
者
に
対
す
る
感
謝
状　
▽
小
玉
泰
磨
▽
中
村

雅
則
▽
神
近
寛
▽
冨
永
登
▽
音
成
真
知
子

無
火
災
分
団　
▽
第
15
分
団

４ 

消
防
団
長
表
彰

10
年
勤
続
章　
▽
亀
山
奈
津
美
○本
▽
大
岡
ま
ゆ
○本　

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状　

県
消
防
協
会
長
表
彰
と

同
様

優
良
分
団　
▽
第
12
分
団
▽
第
13
分
団

　（
○
内
の
数
字
は
所
属
分
団
、○本
は
団
本
部
の
略
）

消
防
出
初
式
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

※
消
防
出
初
式
へ
の
団
員
の
参
加
を
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き

　

ま
し
た
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平成24年大村市出初式

１月８日㈰　市民会館ほか
無火災を願って勇ましく
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